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６  実 施 結 果 （ 視 察 概 要 ・ 研 修 概 要 ）  

  横 山 泰 治 氏 （ 一 般 社 団 法 人 サ ス テ ナ ブ ル コ ミ ュ ニ テ ィ 共 創 機 構 代

表 理 事 ， パ ラ ダ イ ム シ フ ト コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ト レ ー ナ ー ，    

官 民 共 創 ・ SDGs コ ー チ ） を 講 師 に 招 き ， 「 市 民 「 一 人 ひ と り の

SDGs」 に 向 け て ～ 調 布 市 全 体 で 取 り 組 む SDGs～ 」 に つ い て の 講 義 を

行 っ て い た だ い た 。  

横 山 氏 は ， 調 布 市 で 活 動 を ス タ ー ト さ れ ， 観 光 ボ ラ ン テ ィ ア や 市

観 光 協 会 の ホ ー ム ペ ー ジ 作 成 支 援 ， 深 大 寺 の プ レ ー パ ー ク ， 青 少 年

ス テ ー シ ョ ン CAPS や 地 域 情 報 ポ ー タ ル サ イ ト 「 ち ょ う ふ ど っ と こ

む 」 の 支 援 な ど ， 様 々 な 活 動 を 通 じ て 調 布 市 に 多 大 な る 貢 献 を さ れ

て き た 。 横 山 氏 は ， 「 誰 一 人 取 り 残 さ な い 」 を 取 組 の テ ー マ と し て

お り ， そ の よ う な 中 で 2017 年 に SDGs と 出 会 っ た 。 SDGs は 市 区 町 村

単 位 で の 取 組 み が 重 要 と な っ て お り ， 市 民 の 意 識 的 な 行 動 も 求 め ら

れ て い く と こ ろ で あ る 。  

調 布 市 で は ， 市 民 意 識 調 査 の 結 果 に よ る と ， SDGs へ の 理 解 だ け で

な く ， 実 際 に 行 動 に 移 し て い る 市 民 も １ ％ 程 度 確 認 で き て い る 状 況

で あ る 。 SDGs は 直 訳 す る と 「 持 続 可 能 な 開 発 目 標 」 で あ り ， 国 連 で

2015 年 9 月 に 全 会 一 致 で 採 択 さ れ た 「 世 界 が 目 指 す 行 先 」 で あ る 。

SDGs は 17 の ゴ ー ル と 169 の 具 体 的 な タ ー ゲ ッ ト で 構 成 さ れ ， 2030

年 ま で に 達 成 す る 行 動 計 画 で あ る 。  

  目 標 １ 「 貧 困 を な く そ う 」 に つ い て 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染

拡 大 か ら ， 発 展 途 上 国 に 限 ら ず ， 貧 困 は よ り 身 近 な も の と な っ て い

る 。 日 本 に お い て も ， 特 例 貸 付 金 （ 緊 急 小 口 貸 付 金 ） の 制 度 利 用 は

激 増 し て お り ， 令 和 ３ 年 ６ 月 に は 貸 付 総 額 が １ 兆 円 を 突 破 し て い る

状 況 で あ る 。 こ の こ と か ら ， 日 本 は 貧 困 か ら そ う 遠 く な い 国 で あ る

こ と が わ か る 。  

  目 標 ２ 「 飢 餓 を ゼ ロ に 」 に つ い て 。 フ ー ド ロ ス や フ ー ド バ ン ク の

活 動 は あ る が ， 「 余 っ た か ら あ げ る 」 「 作 り す ぎ た か ら あ げ る 」 と

い う 発 想 は ， 本 質 的 な 部 分 で 貰 い 手 の 立 場 に 立 て て い な い 。 現 状 へ

の 理 解 を 進 め る 必 要 が あ る 。  



  目 標 ３ 「 す べ て の 人 に 健 康 と 福 祉 を 」 に つ い て 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス に は ポ リ オ が 引 き 合 い に 出 さ れ る 。 ポ リ オ の ワ ク チ ン 開 発 者 は

「 ワ ク チ ン に 特 許 は 存 在 し な い 。 な ぜ な ら 太 陽 の 光 に 特 許 は 存 在 し

な い か ら 」 と し た 結 果 ， 世 界 の 発 症 例 は 極 め て 少 な く な っ た 。 し か

し な が ら ， ア フ ガ ニ ス タ ン や パ キ ス タ ン な ど 紛 争 等 で 厳 し い 状 況 に

あ る 地 域 は ， こ う し た 予 防 接 種 を 十 分 に 受 け ら れ ず ， 最 も 影 響 を 受

け る こ と と な る 。  

  目 標 ４ 「 質 の 高 い 教 育 を み ん な に 」 に つ い て 。 日 本 人 は 識 字 率 が

高 い と 言 わ れ て い る が ， 最 後 の 識 字 率 の 調 査 は 1960 年 で あ る 。 日 本

は 2003 年 か ら ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 で あ る 読 解 力 は 下 が っ て お

り ， 「 自 分 の 意 見 を 言 う の が 怖 い 」 と い う 子 ど も が 増 え て い る 。  

 日 本 に お け る 「 質 の 高 い 教 育 」 が ど の よ う な も の か ， 考 え る 必 要 が

あ る 。  

  目 標 ５ 「 ジ ェ ン ダ ー 平 等 を 実 現 し よ う 」 に つ い て 。 日 本 は 教 育 の

水 準 は 高 い に も 関 わ ら ず ， ジ ェ ン ダ ー 平 等 に 対 す る 意 識 は 先 進 国 の

中 で 特 に 低 い 。 「 男 ら し く 」 「 女 ら し く 」 な ど の 表 現 を 耳 に す る の

は ， い ま だ に 意 識 が 低 い 証 拠 で あ る 。  

  目 標 ６ 「 安 全 な 水 と ト イ レ を 世 界 中 に 」 に つ い て 。 日 本 は 一 見 問

題 な い よ う に 感 じ る が ， 水 資 源 に つ い て は 輸 入 食 料 に 使 用 さ れ る 水

「 バ ー チ ャ ル ウ ォ ー タ ー 」 と い う 考 え 方 が あ り ， こ の 点 に お い て 食

料 自 給 率 の 低 い 日 本 は 他 国 の 水 資 源 に 頼 る 状 況 で あ る 。  

  目 標 ７ 「 エ ネ ル ギ ー を み ん な に  そ し て ク リ ー ン に 」 ・ ８ 「 働 き

が い も 経 済 成 長 も 」 に つ い て 。 エ ネ ル ギ ー は 2011 年 以 降 ， 日 本 に と

っ て 喫 緊 の 課 題 。 SDGs は 経 済 成 長 を 否 定 す る も の で は な い が ， 「 働

き が い 」 な ど 経 済 成 長 以 外 に も 尊 重 さ れ る べ き も の は あ る 。  

  目 標 ９ 「 産 業 と 技 術 革 新 の 基 盤 を 作 ろ う 」 に つ い て 。 こ れ は ，

「 便 利 な も の は 誰 で も 便 利 に 使 え る よ う に す る 」 と い う こ と で あ り ，

イ ン フ ラ や ， そ の 他 様 々 な ツ ー ル は 本 当 に 皆 が 便 利 に 使 え る も の に

な っ て い る か ， と い う こ と で あ る 。  

  目 標 10「 人 や 国 の 不 平 等 を な く そ う 」 に つ い て 。 貧 困 や ジ ェ ン ダ



ー は 前 述 の と お り ， 日 本 は ま だ 解 決 さ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。  

  目 標 11「 住 み 続 け ら れ る ま ち づ く り を 」 に つ い て 。 防 災 ・ 減 災 の

視 点 は こ の 目 標 に 属 す る 。 自 然 災 害 の 多 い 日 本 で ， 震 災 か ら の 復 興

や 私 た ち が 日 々 心 掛 け て い る 命 や 財 産 を 守 る 取 組 み は 世 界 の 基 準 に

な っ て い る 。  

  目 標 12「 つ く る 責 任  つ か う 責 任 」 に つ い て 。 大 量 消 費 が 悪 と い

う こ と で は な く ， 一 人 一 人 が 生 活 し て い く 中 で ど の く ら い の 消 費 を

し て い る か を 意 識 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

  残 り の ５ つ の 目 標 の う ち 13「 気 候 変 動 に 具 体 的 な 対 策 を 」 14「 海

の 豊 か さ を 守 ろ う 」 15「 陸 の 豊 か さ も 守 ろ う 」 に つ い て 。 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス に よ る 影 響 は ， 製 造 活 動 （ 工 場 稼 働 や 希 少 鉱 石 の 採 掘 な

ど ） の 中 止 な ど で 環 境 破 壊 や 生 態 系 へ の 改 善 に 寄 与 す る こ と も あ る 。

こ う し た 環 境 問 題 は 広 域 な 連 携 が 必 要 と な る 。  

  目 標 16「 平 和 と 公 正 を す べ て の 人 に 」 に つ い て 。 2030 年 は 不 可 逆

な ポ イ ン ト と 呼 ば れ ， 元 の シ ナ リ オ に 戻 れ る 分 岐 点 が な く な る と 言

わ れ て い る 。  

  目 標 17「 パ ー ト ナ ー シ ッ プ で 目 標 を 達 成 し よ う 」 に つ い て 。 ５ つ

の P で 構 成 さ れ ， People（ 人 間 ） ・ Prosperity（ 繁 栄 ） ・ planet

（ 地 球 ） ・ Peace（ 平 和 ） ・ Partnership（ パ ー ト ナ ー シ ッ プ ） の 観

点 か ら ， 未 来 に 持 続 可 能 な 世 界 を 実 現 し て い く も の で あ る 。  

  こ れ ら 17 の 目 標 は 行 先 ＝ 方 向 性 で あ り ， 達 成 し 続 け な け れ ば な ら

な い 。 そ し て ， 目 標 を 具 体 化 し た も の と し て 169 の タ ー ゲ ッ ト が あ

る 。 さ ら に ， 目 標 の 達 成 度 を 確 認 す る た め の 231 の 指 標 が あ る 。

SDGs は 世 界 の 共 通 言 語 で あ り ， 日 本 社 会 に と っ て も 生 存 戦 略 で あ る 。

SDGs の 達 成 に 当 た っ て は ， 一 人 一 人 が 創 造 的 に ， 自 由 に 考 え 活 動 し

て よ く ， 誰 一 人 取 り 残 さ な い 社 会 の 実 現 に 向 け ， 調 布 は 調 布 の 道 を

歩 め る も の で あ る 。  

７  そ の 他   特 に な し  

８  実 施 結 果 に 対 す る 所 感 ， 意 見 等  

  視 察 等 個 別 部 分 報 告 書 の と お り  
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視察等個別部分報告書  作成者氏名  議会平野平野  充  

１  視察（研修・視察研修）の実施名称 （テーマ）  

東京都市議会議員研修会    令和 ４年７月 １４日  

調布市文化会館たづくり映像シアター 

 

【研修演題 】 

「市民 「一人ひとりの SDGs」に向けて 

 

【講師 】 

一般社団法人サステナブルコミュニティ共創機構代表理事  

横山  泰治  氏  

 

２  実施結果に対する所感，意見等  

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等）  

各地、各機関と連携し SDGs の活動を展開する横山泰治氏の講

義は大変有意義でした。この度の研修会では SDGs の考え方や

取組みを横山氏の考察として具体的な事例を通して学ぶこと

ができました。 SDGs は２０３０年までの行動計画と定められ

ているが、「ここまでで到達点」というより、「ずっと続け

ていかなければならないこと」として、全世界の人々の意識

が定着していってこそ、本当の意味があるとの観点は改めて

大事だと思いました。  

世界の中では私たちが生きる比較的裕福な日本の国において

でも１７の目標のうち１番目「貧困をなくそう」では、コロ

ナ禍における特例貸付金の利用件数や金額においても月に１

００億円ずつ増加し、１７世帯に１世帯が貸し付けを受けて

いる現状は、各国での生活レベルや様式の違いがある中での

日本の大きな課題でもあると感じた。  

目標３番目の「すべての人に健康と福祉を」では、かつてポ

リオワクチンを開発したジョナス・ソーク博士の言葉「特許
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は存在しない。なぜなら、太陽に特許は存在しないから」を

紹介され、そのまま SDGs の精神に直結する素晴らしい人間性

に心を打たれました。目標５番目の「ジェンダー平等を実現

しよう」では、日本の国が特に遅れていることを再確認でき

ました。島国で精神の進化が遅れているためか、情けなさを

感じました。 

全体を通して感じたことは、「弱者に対し何かを施してあげ

る」ではなく「すべての人々を活かしながら調和を図ってい

く」考えが大事であると感じました。また、そこには「誰も

が幸せを感じながら生きていく」ことが大事でもあること。  

SDGs は 全世界 （地球）が舞 台であるが、 シンクグロー バリ

ー・アクト・ローカリーの考えに立って、日本で行うべきこ

と、調布市内で行うべきこと、そして自分自身で行っていく

べきことを真剣に考えながらの行動や施策が重要であること

を感じました。 

３  その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等）  

研修会では１点質問をしました。  

世界の差別をなくし貧困をなくすための寄付についても、  

人の善意につけこむ詐欺への対応は、目標４の「質の高い教

育」が重要になってくるのかを伺いました。  

納得できるような明快な答えではありませんでしたが、「連

帯してそれらへも対応（対処）していかなければならない」

との横山氏からのお答えを頂けました。  

調布市は詐欺被害の多い地域でもあり、それは裏返して言え

ば、調布市民の「純粋さ」「人の良さ」を狙われた悔しく不

名誉な結果になっているため、今後も課題認識をもって取組

みたいと思います。  
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視察等個別部分報告書 作成者氏名  木下安子 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

調布市議会議員研修 2022 年 7 月 14 日(木) 

「市民『一人ひとりの SDGs』に向けて〜調布市全体で取り組む SDGs〜」 

横山泰治氏 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

横山氏から SDGs とは何か、日本の取組みの現状への評価や今後の課題な

どについてお話を伺い、基礎自治体でもしっかりと SDGs で示された共通目

標を見つめながら、世界とともに社会の改善に取り組むことの重要性につい

て改めて考えさせられた。 

SDGs はスタート当初、途上国支援との受け止めもあったようだが、もは

やどのゴールも今の日本と無関係とは言えない。貧困格差はコロナ禍で拡大

を続け、育ちざかりの子どもさえ食が十分に保障されないのが現状だ。先進

国で最低レベルにあるジェンダーギャップの問題、気候変動対策、自然環境

保全など、『持続可能な開発報告書』でも複数のテーマについても課題があ

ると指摘されている。横山氏も指摘されていたが、「達成済み」の評価を受

けている教育でさえ、主権者教育の遅れや、子どもたちの自己肯定感や幸福

度の低さを考えれば、果たして本当に質の高い教育と呼べるのか疑問視しな

ければならないのではないか。このように見ていくと、どのゴールも調布市

に引き寄せて向かわなければならないものばかりだ。 

現在、調布市では各施策と 17 のゴールのうち関連があるものをリンクさ

せている。しかし、関連づけることにより、施策を行うことがゴール達成へ

の取組みとなっているという考えなのだが、業務を行う中での意識づけには

つながっていないのではないかと懸念している。新しい基本構想の最終年が

SDGs の目標年である 2030 年と重なるので、次期基本計画を実行する中で

は、日常業務の中で SDGs を意識できるように改善を求めたい。横山氏は次

期基本構想の策定推進市民会議で参加と協働のまちづくりアドバイザーを

務めてくださっている。「誰一人取り残さない社会」を目指す SDGs の理念を



次期基本計画にもしっかりと反映させ、縦割りになりがちな行政が互いの影

響を意識し合いながら横の連携を強めていけるよう、良きアドバイザーとな

ってくださることを願っている。 

 行政が SDGs を意識する意義の一つは、SDGs は 17 のゴールに向けた個々

の取組みの中で、他のゴールへの取組みが大きく後退することがないかを意

識することを大切にしている点だと考える。貧困対策は進んだが、環境破壊

が進み、男女格差が拡大した、ということでは全体としての取組みは後退し

たことになる。逆に、講演で紹介されていたように、ある一つのゴールに対

する取組みが、他のゴールへの取組みを前進させることもある。先にも述べ

たが、とかく行政は縦割りになりがちだが、今の社会が直面している課題を

解決するには、部署をまたいだ横の連携や広い視野に立った想像力が求めら

れる。若い世代を中心に危機感が広がる気候変動危機への対策は、福祉や経

済、まちづくりなど他の分野との関連性をもっと意識すれば、全庁的に取組

みを進めることができるだろう。SDGs のゴールのどれをどの部署が担当す

るかということだけではなく、すべての部署が 17 のゴールを意識しながら

担当する施策を進めることが重要なのだと思う。横山氏によると、SDGs 推

進課といった横断的部署を設けている自治体もあるということだが、その余

裕がないのであれば、全庁的な意識づけでカバーすることは可能だろう。 

行政職員が SDGs を意識して業務に当たることも重要だが、公の役割の位

置づけや仕組みづくり、予算配分、政策づくりなど、首長を含め、政治家の

責任も大きい。私自身誰一人取り残さない社会の実現をしっかりと目標に定

め、SDGs の達成に寄与できるよう行政チェックを行うだけでなく、建設的

な政策提案をしていきたい。 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

2 に記載 

 



 

 

 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  坂内 淳 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

令和 4 年度 調布市議会議員研修会 市民「一人ひとりの SDGs」に向けて  

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

    

われわれ地方議員にとって日々相談などで直面している問題について、SDGS

の人の 6 つの目標について具体的数値を示していただいたことはよかった。

特に 1 貧困と 5 ジェンダー平等。また質疑もふくめて 日本政府がこの二

つについての数値を正確に出していないことも現場(地方)からも早急な改

善を求める必要があると感じた。なぜなら正確な現状把握がなければ 解決

のための資源配分も行われないからだ。 

飢餓についてもフードドライブ利用者数の現状やコロナひっ迫での医療ア

クセス問題など明らかになった課題や、上下水道事業の広域化や民間への包

括委託など 本市においても SDGs からの検討が必要なテーマもあるだけに 

この分野に絞って講義と質疑をした方がよかったかもしれない。 

 ジェンダー平等の点では 日本人は特にそういう社会的傾向があるのだ

が、その人の所属集団や属性で標準的行動パターンをモデル化して言語化す

ることからどう脱却するかは課題だろう。講師も悪気はまったくないと思う

が「中学生の女の子」が「こういう文章を書いてる」みたいな言い方をして

しまう。社会問題に関心が高い人たちの中でも「若い人でも社会に関心ある」

とかいう言い方をしがち。若いころ私が属していた研究団体では学生も教授

もそのあつまりでは「さん」づけを徹底して対等の個人としての立場で責任

もってものをいうことを徹底していたから、まずそうした点からも大人や年

長者、男性など社会的優位性のある側からの改革提案が必要なのではないだ

ろうか？ 

 また意識の面だけでなく 「本人のニーズにあった選択の結果」とされて

いる本市の会計年度任用職員の男女・年齢構成(女性が圧倒的多数で M 字型

構造)についてもジェンダ－平等の観点から検討や議論が必要だ。 



 講師が SDGs の取組の一例としてあげた、縫製品の例は市場システムによ

る事後チェックであるが、社会に問題を喚起するうえでは大事な取り組みだ

が、目指すべきは生産過程に SDGs の目標との関係で阻害要因になるような

ことを排除するルールをつくることではないか？その過程に多くの市民が

参加するうえでも最低賃金と教育、労働時間の短縮などの国内・国際ルール

の構築が必要だ。 

 最初に講師が投げかけた目標問題は SDGs において必要な目標、ゴール

を明確にして逆算で課題解決のステップを明らかにして取り組む必要があ

る段階であるということにつなげたかったのだと思う。概ね同意するけれ

ど、今の現状は 世界中で過剰に剰余価値の生産を至上命題とした資本主義

システムに人々を巻き込んでいった結果という側面も絶対にある。今 若い

人の間におきているミニマリズム志向はその行き過ぎの反映では無いか？ 

 政府のソサエティ 5.0 とか「まち・ひと・しごと創生総合戦略」にはそう

した問題意識はない。ここで言われている課題を達成するだけでは SDGs の

実現にはつながらないと思う。 

 私は石油ショックの時は子どもだったから、そのあとはエネルギー効率を

考えた社会になるかなと思っていたが、1980 年代以降今に至るまで そう

なっていないし、むしろ逆だった。世の中の流れにあわせず無駄使いしない

ことはものすごく疲れることでそう簡単ではなかった。 

 政治経済社会システムの問題を不問にしては問題は解決しないし、基礎的

な事実やデータは共有した上で当面の対立する同士が、将来の利益のために

妥協点を見出していくという過程は不可避だ。人間社会の維持するための未

来の条件について情報共有するためには教育(リテラシー能力)の課題もあ

る。日本ではコロナ感染拡大以降の 2 年半経過したが人間とコロナウイルス

についての事実にもとづく共通理解の形成ははなはな不十分ではないか？ 

スローガンが「コロナとのたたかい」から「ウィズコロナ」に変わっただけ

で現象そのものの具体的な理解を政府が進めようとしていたとは思えない。 

 学術会議問題や原発 外環でもそうだが、SDGs の実現のためには 政府

の役に立つか立たないかではなく、世界を理解するツールとしての科学に対

する敬意をもった政府を作ることが必要だ。 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 



資源やエネルギ－の使用について生産・流通・廃棄までトータルの指標が必

要だ。地質学的時間を通じて形成された化石燃料や石灰石、鉄などを短時間

で循環サイクルの中に放り込んだことが 地球環境問題の大きな原因なの

で。開発計画そのものを SDGs の視点から見直すこと、土地利用も含めて。 

 

 

 

 

 



 

 

 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  古川 陽菜 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

令和４年度 調布市議会議員研修 

「市民一人ひとりのＳＤＧｓ」に向けて～調布市全体で取り組むＳＤＧｓ

～」 

講師：一般社団法人サステナブルコミュニティ共創機構代表理事 横山泰治

氏 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

 今年度の議員研修は、「市民一人ひとりのＳＤＧｓに向けて～調布市全体

で取り組むＳＤＧｓ～」というテーマで、2001 年には調布市観光協会の事

務局にお勤めになり、調布の観光業などに尽力されてきた横山泰治氏にお話

を伺った。 

 昨年度の東京都市議会議員研修会の東京都立大学の阿部氏の話の中にも

あったが、近年の日本の子どもの貧困の実態は驚くべきものがある。ＳＤＧ

ｓの食品ロスに関しても、日本は賞味期限切れなどで多くの食べ物を捨てて

いるイメージが強かったが、今回のお話の中で日本の中学校１学区域内に

100 名以上のその日の食べ物がない状態の人がいるという話を聞き、貧困が

子ども達の身近な存在になっていることに改めて驚かされた。 

 横山氏は、お話の中でＳＤＧｓのゴールを達成するために、それぞれの個

人や地方自治体が指標を決めていいということや、ＳＤＧｓのそれぞれのゴ

ールは繋がっていて切り離せないものであり、行政側はそれぞれのゴールの

担当を決めるのではなく、全庁横断的に取り組む必要があると話されてい

た。よって、調布市においても、ＳＤＧｓのゴール達成のための市独自の指

標を作成し、達成に向けて取り組み、さらにＳＤＧｓ推進課のような取りま

とめの課を設置することは有効であると考える。 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

すべて本文中に記載。 

 



 

 

 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  西谷 徹 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

「市民「一人ひとりの SDGs」に向けて～調布市全体で取り組む SDGs～」  

 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

  

ＳＤＧｓが掲げるさまざまな項目について、関連性などいろいろ考えさせら

れました。講義後半で肌着の自動販売機の話が出てきました。販売価格が安

いので買おうとお金を投入すると子どもたちが安い賃金で肌着を作ってい

る映像が映し出されるというものです。だまし討ちのようでこのやり方はど

うかとも思うのですが私も含め購入者側は安い製品の背景をそこまで考え

ずに日々購入しています。正直それを見て募金したところで本当にこの子達

に募金の寄付が届くのか？この事業を批判することでこの子達に払われる

ほんの少しの給金さえ奪ってしまうことになるのではないか？様々な思惑

が想定される中で講師の方が「いろいろな考えがあり議論するきっかけにな

ることが大事」と、おっしゃっていました。 

自分たちにもそれぞれ生活がありまずはそれを優先する中で他者に対し「自

分たちができるところから始める」当たり前ですが一人一人がそのように考

え、行動していくことが大事なのだと感じました。調布市もＳＤＧｓを推進

し、少しでも良い社会になるよう努めています。そのお手伝いができるよう

私自身も考えて行動していきます。 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

 

自分のできる範囲で取り組むＳＤＧｓについてほり進めていくこと 

 

 

 



 

 

 

 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書  作成者氏名  澤井  慧  

１  視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ）  

議員研修（令和 4 年 7 月 14 日）  

「市民一人ひとりの SDGｓに向けて 」～調布市全体で取り組むＳＤＧｓ～  

講師：横山  泰治氏  

２  実施結果に対する所感，意見等  

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等）  

SDGｓは 2015 年に国連で採択された、人間、地球の持続可能な開発のための行動目標の

ことで、 2030 年までに達成すべき 17 の目標と、 169 のターゲットが示されている。  

SDGｓを市全体で取り組む上で SDGｓの本質を明確に理解する必要がある。  

 

本質①課題が不可分であること  

SDGs が掲げる 17 の目標は、互いに関連しあいながら、総合的に取り組むことが大切である。  

社会問題が多様化、複雑化する中で 、市民のニーズに対して単独の分野や専門領域のみで

解決するこ とが難し くな っ てい る 。 ます ます予測が不可能とな ってい く時代においては 、常に変

化しつつある環境の中で、多角的に物事をとらえ 、状況の変化に迅速に対応してい く必要があ

る。  

本質②誰ひとり取り残さないこと  

SDGs が掲げる 「誰一人取り残さない 」 と い う理念は、地方自治体においても通じるもので あ

る。本市においても各施策と SDGsの 17の目標を関連付けているが、 SDGs とい うテーマは大き

いので  ローカル指標作成して、身近な取り組みとしてとらえる必要がある。  

本質③ 2030 年の未来をから逆算して行動すること  

これから 8 年後に目指すべき未来の姿を自分で描くこ とが重要である。 「 どんな世界が訪れるの

か 」 、 あ る いは 「 ど ん な未来を創 りたいか 」 を考え る こ と で 、現在の行動を変化させ る必要があ

る。  

 

SDGｓの採択文書のタイトルに明記されている、 “我々の世界を変えるこ と ”（ transforming 

our world）の実現に向けて、地域社会の身近な取り組みから行動していきたいと思う。  

 

３  その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等）  

 

 

 

https://www.city.chofu.tokyo.jp/www/contents/1566947538940/simple/SDGs.pdf


 

 

 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  佐藤尭彦 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

令和４年度調布市議会議員研修 

「市民『一人ひとりの SDGs』に向けて～調布市全体で取り組む SDGs～ 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

 SDGs について見識を深めることができるとても有意義な研修だった。

SDGs の意義について改めて確認するとともに、曖昧な概念である SDGs をい

かにして説明するかのヒントを多く得ることができた。若い世代では SDGs

についての理解が広がっているとはいえ、SDGs の考え方の根底にある「持

続可能性」についてきちんとした理解が得られていない人はまだまだ多い。

今回の研修では SDGs について大変詳しく、そしてわかりやすい説明を受け

られたので、今後行政や議会から説明する上でとても参考になるものであっ

た。 

また、直前に会派の行政視察で訪れた松山市において、SDGs モデル事業

の取り組みについて勉強していたため、より研修から多くの学びを得られた

と感じる。松山市への行政視察で多くのことを学んだが、中でも最も印象に

残ったのは SDGs を推進する部局横断型組織を作り上げたことである。個々

の部署に任せて、たとえば「SDGs 推進課」のような部署を作って対応する

のではなく、市長をトップに据えて全部局長が構成員となる組織を作ったこ

とで、松山市は SDGs の目標推進に向けて強い推進力を得るのに成功した。 

上記の二つを併せて、今後の調布の市政に大いに生かせるものであったと

感じている。 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

 まずは SDGs のさらなる実現に向けて、組織の在り方というものを考えて

いく必要があると感じる。まちづくり、福祉、教育といった分野ごとに SDGs

をばらばらに進めていくのは難しいと感じている。一つの大きな理念を進め

ていくためには、松山市のような部局横断型の組織作り、もしくはそれに代

わる強力な推進体が必要であろう。今後 2030 年の目標達成に向けた行程と



進捗状況を可視化し、実現可能性を吟味していくことになる。その中でどう

しても目標達成が困難であると感じるようであれば、大きな推進力を得られ

るような仕組みの導入を早急に検討しなければならない。 

 



 

 

 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  須山妙子 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

調布市議会議員研修会 

市民「一人ひとりの SDGｓ」に向けて 

～調布市全体で取り組むＳＤＧｓ～ 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

  

 Think Globally Act Locally とは地球規模で考え、足元から行動せ

よとの標語である。特に環境問題の分野では６０年も前から提唱されている

言葉だが、今更にその重みを増してきている。 

講師は２０代からまさにこの標語を体現されてきた。SDGｓの達成を多様

な世代や環境の一般市民、一般社会人、何よりも若者からのボトムアップで

実現するとの視点からの講演は示唆に富むものとなった。 

SDGｓの 17 のゴールについて５つのＰの枠の中での説明は具体性があっ

た。中でも「２.飢餓を０に」において中学生が学区域の中にその日の食べ

物がない状態の人が１００人もいるとの気づき。そして「5 ジェンダー平等

を実現しよう」において高校生が「女のくせにや女らしくと言われなくなっ

たらジェンダー平等の実現」との指標を明らかにしたというエピソードは

SDGｓの実現が社会にとっていかに重要であるか痛感できた。私もそれぞれ

のゴールに私自身の指標をたてて行動を開始したいと思っている。そのため

にも住民の皆様とよく語り合っていきたい。 

現在策定が進んでいる市の基本構想にも SDGｓの視点が盛り込まれる。大

いに期待したい。 

  

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

上記 



 

 

 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  内藤 美貴子 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

令  和  ４  年  度  調  布  市  議  会  議  員研  修   

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

講  演：  「  市民「  一  人  ひ  と  り  の  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  」  に向けて  

 ～調布市全体で取り組む  ＳＤＧｓ  ～  」 

講  師：一  般  社  団  法  人  サ  ス  テ  ナ  ブ  ル  コ  ミ  ュ  ニ  テ  ィ  共  創  機  構  

 代  表  理  事 横山 泰治氏  

SDGs は 2015 年 9 月、国連の持続可能は開発サミットにおいて全会一致で採択され、

国連加盟１９３か国が２０１６年から２０３０年の１５年間で達成する行動計画で

す。2030 年に向けて１７の大きな目標があり、それらを達成するための具体的な 169

の指標で構成されている。 

今回の研修会で 17 の目標にある背景や現状、世界から見た日本の現状等を伺い、企

業・団体、自治体はもちろんのこと、一人ひとりが自分のこととして考え、計画を進

めるためには何ができるのか。目標に向かって逆算して行動することの重要性を学ば

せていただいた。また、政策に活かす上で大切なことは SDGｓの本質を理解すること

が重要だといわれた。本質の 1 つ目は格差の解消、人的・物質的資源を有効に利活用

しながら、いきいきと生活するための成長パターンを見出すことだといわれている。

持続不可能から持続可能に変革できるような取り組みが大切だと認識した。２つ目

は、「誰一人取り残さない」です。SDGｓの達成まで残り 10 年となった 2020 年に新型

コロナ感染症の拡大が始まり、地域経済や住民生活に大きな影響を及ぼした。これに

より、すべての SDGｓの目標で進捗状況の交代がみられているといわれている。しか

し、テレワークの急増により、働き方への変革、地方に人が流れる動きが増えている

こと等、新たな価値観が生まれ、誰もが活躍する社会の推進が改めて重要だと認識し

た。 

３つ目は「未来志向」で、未来から逆算した行動(バックキャスティング)で、現状を

改善していくだけではなく、今ある環境とは根本的に異なる発想を引き出すことが重

要だと認識した。 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

 



 

 

 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  榊原 登志子 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

「市民「一人ひとりの SDGs」に向けて～調布市全体で取り組む SDGs～」 

講師：横山 泰治（よこやま やすはる）氏 

   一般社団法人サスティナブルコミュニティ共創機構代表理事、 

パラダイムシフトコミュニケーショントレーナー、 

官民共創・SDGs コーチ 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

 世界の人々は、便利で豊かな暮らしとするため産業の活性化を進めてき

た。第 1 次産業革命から今日まで発展を遂げてきた世界だが、発展の中で環

境などへの負荷をかけてきたことは間違いない事であり、犠牲としてやむを

得ない中、進められてきた。  

一つに水俣病は、まさに環境破壊でありその被害の大きさと計り知れない

影響の深刻さにおいて、人類の歴史上、これまでない類例がない公害となっ

た代表例である。世界的規模でみれば 1946 年以降、英国、米国、仏、ロシ

アなどの国では、核開発による核廃棄物が大量に発生したことから核廃棄物

の処理としてコストのかからない方法の一つとして固体、液体とも直接、海

洋投棄することを選択した。日本においても同様であり 13 ヶ国もの国が海

洋投棄を行っていた。その核の廃棄物は、海洋で希釈されるなどと考えられ

たようだが、環境汚染のほかならない。最終的には、汚染された魚などを食

べていることになると感じている。 1993 年にロンドン条約が批准され放射

性物質の海洋投棄は、全て禁止され行われていないが腐敗したドラム缶が深

海に残っている事などを考えると永い年月の環境破壊である。原発施設の稼

働によって廃棄物が発生し今後、海洋放水が日本で行われるが重要な環境負

荷であり、SDGs の観点からすると疑問が残ると私は、考える。他の大きな

問題として世界の中で必ずと言って良いほど紛争が発生しており、紛争に巻

き込まれた子どもたちが、飢餓の状態になっている。この飢餓の状態を無く

す、解決することが最も急務に取り組まなければならないと思っている。  

私たちの身近な観点としてプラスチックについては、代表的なリサイクル

問題であり今日まで続けてきた環境負荷をとめなければならない。SDGs の

17 の目標は私たちが生活をする中で、どれも欠かすことができない目標と

して個人的にも地道に取り組まなければならない。しかし自治体や個人で

は、限界があるため、企業との協力のもと SDGs の取組みを進めていけるこ

とが望ましいと思うところである。  

第 1 次産業から第 3 次産業がそれぞれの役割を果たしてきたが今後、第 4

次産業の急速な発展となることから、連携した取組みを行っていくことなど

も必要ではないだろうか。  

また、第 5 次産業の発展に向かっている今日では、地域での食糧生産、受給



が進み、その自治体ならではの取組みが進めていけることができる策を探っ

ていきたい。 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

・調布市においては、第 1 次産業から第 6 次産業の取組みとしてＮＴＴと実証実

験が行われていることから、今後も研究も重ねていく。  

 



 

 

 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  岸本 直子 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

2022 年 7 月 14 日  

市民『一人ひとりのＳＤＧｓ』に向けて 

 ～調布市全体でとりくむＳＤＧｓ～ 

講師 一般社団法人サステナブルコミュニティ共創機構代表理事 

パラダイムシフトコミュニケーショントレーナー 

官民共創・SDGｓコーチ(2030SDGs・SDGs de 地方創生・SDGs Get The Point 

 公認ファシリテーター 横山 泰治氏  

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

 2015 年 9 月末に開かれた国連の首脳会合で、国際社会の新たな共通の行

動 計 画 と な る 最 終 文 書 「 持 続 可 能 な 開 発 目 標 Sustainable Development 

Goals」を全会一致で採択し、豊かで公正な世界をつくることを新たにめざ

すために 17 目標 169 項目を掲げた。SDGs は国連加盟 193 カ国が、2016 年～

2030 年の 15 年間で達成する行動計画であり、17 の目標と達成のための 169

のターゲットで構成されている。 

------------- 

これまで大震災による被災者支援や調布市観光協会、花火大会実行委員

会、調布ぬくもりステーションの受託など、調布市を拠点に様々な場面で力

を発揮されてきた講師から、現場ならではのお話を伺えると期待し聴講させ

ていただいた。それぞれの課題について講師から以下の提起を受けた。 

●１、貧困をなくそう(あらゆる場所であらゆる形態の貧困に終止符をうつ)

について 

…特例貸付金の利用件数について 2020 年以前は年間 7 万件ほどだったが、

2020 年 3 月 26 日～5 月 9 日までで 186,000 件 2011 年比で 2.6 倍。 

2020 年 7 月 25 日までの 4 ヶ月で 788,000 件と社会福祉協議会が見込んでい

た 2,000 億円を超えた。2021 年 1 月 2 日までの 9 ヶ月で 1,425,042 件と増

え続け、2021 年 6 月 19 日には金額が 1 兆 130 億円を超え、2022 年 7 月 2



日には 1 兆 4,022 億円あまりとなり、貸付決定件数は 328 万件、世帯にすれ

ば 17 世帯に 1 世帯が貸付を受けている状況とのこと。 

●２、飢餓をゼロに(飢餓に終止符を打ち、食糧の安定確保と栄養状態の改

善を達成するとともに、持続可能な農業を継続する)について 

…フードロスの問題が可視化されとりくみも始まっているが、身近なところ

では、コンビニやスーパーで買い物をする際に消費期限の近いものから買う

ようにする、プラスティックの削減のためにストローやスーパー袋の削減な

どがあるが、フードロスに対するとりくみも始まっているが、これまで日本

人は毎日どんぶり 1 杯分を捨てているとも言われており、長期の学校休業期

間の給食休止により痩せてしまう子どもがいる、１学区内に１００名以上の

その日の食べ物がない状態の人がいるなど社会問題化している。 

 

●３，すべての人に健康と福祉を(あらゆる年齢のすべての人の健康的な生

活を保障し、福祉を推進する)について 

…すべての人への健康と福祉の今の状況はどうなっているか。 

新型コロナウイルス感染症は、初めての世界的な伝染病ではなく、１９８８

年にはポリオ（５才未満の子どもに感染しやすく感染力は強い。四肢の麻痺を起こし

命に関わることもある。現在はワクチン接種により予防が可能は疾病となった ）が、世

界１２５カ国で感染が広がり、当時ワクチンを開発したジョナス・ソーク博

士は「特許というものは存在しない。なぜなら太陽は特許に存在しないから

だ」と述べたとのこと。どの伝染病も発症したら永遠に研究開発が必要なの

だな、と私は受け止めた。 

 

●４、質の高い教育をみんなに(すべての人に包摂的かつ公平で質の高い教

育を提供し生涯学習の機会を促進する)について 

…質の高い教育とはなにか 

 日本で行われた国民の識字率調査は 1960 年でそれ以降行われていない

が、2000 年の調査では数学的リテラシーは第１位、科学的リテラシーは第

２位、読解力第８位となり、2003 年は数学的リテラシー第６位、読解力第

１４位と急落。２０１８年も数学的リテラシーは第１位。読解力は第１１位



とのこと。 

私自身は、この順位の差が高ければいいという思いを持っていないが、この

差に何があるのかについての言及はなかった。 

 

●５、ジェンダー平等を実現しよう(ジェンダー平等を達成しすべての女性

と女児のエンパワーメントを図る)について 

…日本のジェンダー平等指数は低く、教育水準は高いのにジェンダー平等が

できていない国の４カ国の中に入っているという。 

パワーポイントの資料で示された、『言ったり、言われたり、聞いたりして

いませんか 「男のくせに」「男なら」「男らしく」「女のくせに」「女なら」

「女らしく」』という言葉を聞き、いま１０～２０代の新時代を生きる若者

層にもこうした言葉があたりまえに使われ、ジェンダー平等の理念は広がり

つつあるが、まだまだ日常生活の中で浸透していないのだということを再確

認した思いだった。沖縄県では、女性が選挙に立候補すると、いまだに相手

候補から「台所へ帰れ」と言われることがあるという。 

 

●６、安全な水とトイレを世界中に(すべての人に水と衛生へのアクセスと

持続可能な管理を確保する)について 

…安全な水とトイレはだれのものか 

日本国内でまかなわれている水は 23％、食料や畜産物を輸入し消費してい

る国において輸入した食料を自国で生産すると仮定した時に必要と推定さ

れるバーチャルウオーターは７７％であり、アメリカでは穀倉地帯で地下水

が枯渇しており、自国で水をまかなう重要性は、ますます求められている考

えた。 

●そのほかに、７，エネルギーをみんなでそしてクリーンに…では自給率の

課題 ８，働きがいも経済成長も…では SDGs では経済成長は否定せず、働

き方についての問題も提起しているということ、９．産業を技術革新の基盤

をつくろう…ものづくりの大切さ 10、人や国の不平等をなくそう…格差拡

大を解消する 11、住み続けられるまちづくりを…防災も含め安心して暮ら

せるようにする 12、つくる責任、つかう責任…使った後のゴミの問題を含



め責任がある問題など多岐にわたって提起された。 

●13，気候変動に具体的な対策を 14、海の豊かさを守ろう 15、地区の豊

かさも守ろう 16、平和と公正をすべての人に 17、パートナーシップで目

標を達成しよう。 

「なぜこの５つが分けられてあるのか」ということについては、どの問題も

みんなで分けて使うことはできないものだからとのことだった。 

 

■「まち・ひと・仕事創生基本方針 2021」の考え方」「まち・ひとしごと創

生総合戦略 2022 改訂版」の概略も説明され、ここでは「新しい時代の流れ

を力にする」「多様な人材の活躍を推進する」ということが紹介され、「企業

に問われていること」としてたとえば、気候危機などへの対応がＣＯ２削減、

産業や雇用に影響をあたえる課題が発生するなど、一つの目標達成をとって

も、その他の目標に過大な影響をあたえる場合も多く、これらのバランスを

とることは大きな課題とのこと。 

講師の話ではマルチベネフィット（複数の社会課題の同時解決）が紹介され

ていたが一筋縄ではいかない難しさも感じた。また企業に問われていること

の中で SDGs の本質として「不可分性」＝つまり分けることができない一体

性という意味合いだが、例示として企業と石巻と世界はつながっていると

し、それぞれが単独で存在しているのではないと述べた。また、SDGs の本

質として「誰ひとり取り残さない-弱さがあっても怖さがない社会」、「未来

志向（バックキャスティング＝未来から逆算した行動）について述べていた。 

 

-------------------------------------- 

（私の所感）  

どれも重要な地球的規模での難問であり解決しなくてはならない課題であ

ることは確かだ。しかも SDGs で掲げた目標を本気で達成するためには、社

会のしくみ、政治分野でのとり組みの変更も余儀なくされてくる。 

目標を掲げつつも「SDGs ウォッシュ（やっているふり）」に目を奪われたり、

あるいは警戒感から SDGs に取り組むのをためらう例もあるという中で、ど

うやって浸透させていくのかは大きな課題だ。 



■SDGs では、持続可能な開発を実現するために、経済・社会・環境の３つ

の側面を調和させるべきだと強調している。 

発展途上国だけでなく、「すべての国に適用されるもの」であり、「世界全体

の普遍的な目標とターゲット」とされていることは前例のない画期的な点

で、その前文に「我々は、人類の貧困の恐怖及び欠乏の専制から解き放ち、

地球を癒し安全にすることを決意している。」、「この共同の旅路に乗り出す

にあたり、誰一人取り残さないことを誓う」と述べていることはとても大事

な視点だと考える。 

特に最近、新型コロナ感染症によってあらためて浮き彫りになった社会のゆ

がみともいえる課題を SDGs にそって是正する事が求められてくると考え

る。 

 SDGs の達成度や進み具合に関する国際レポート『持続可能な開発レポー

ト』2021 年版によれば、日本の評価は世界で 18 位だが、とくに進み具合が

低い分野としてジェンダー平等（目標 5）、不平等の是正（目標 10）、気候変

動対策（目標 13）、海の豊かさ（目標 14）が上がっている。ジェンダー平等

については、世界経済フォーラムが 2022 年 3 月に発表したジェンダーギャ

ップ指数で日本が 156 カ国中 120 位という深刻な状況だ。 

 

 SDGs のもともとの出発点は「あらゆる場所であらゆる形態の貧困に終止

符を打つ」（目標 1）、「ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児の

エンパワーメントを図る」（目標 5）、「気候変動とその影響に立ち向かうた

め、緊急対策を取る」（目標 13）、「すべての人々のための包摂的かつ持続可

能な経済成長、雇用およびディーセント・ワークを推進する」（目標 8）、感

染症への対処を含む「あらゆる年齢とすべての人々の健康な生活の確保」

（目標 3）、「公正、平和かつ包摂的な社会を推進する」（目標 16）など、SDGs

が提起している重要なポイントを踏まえ、日本社会のゆがみの是正にとりく

みために、地方自治体でなにができるのか、どう是正させていくのかは大き

な課題だ。 

●地方自治体といえども、市民参加を充実させ、独自目標・計画の導入が求

められており、市民の目線で日本の社会が抱える問題をチェックしていくし



くみも必要だと思う。 

SDGs はもともと、各分野の目標を達成するために、各国が独自の計画をた

てて取り組むことができることになっているが、日本ではそれに必要な基本

的な調査は不充分なのが実態だ。国が責任を持って信頼できるデータ・統計

を作成し、地方自治体や国民が主体的にかかわって目標・計画をもって行動

できるようにするとともに、市民の目線で検証し取り組みに生かす多面的・

包括的な体制をつくることも必要と思われる。 

●SDGs の達成期限まであと 8 年、SDGs という言葉の周知度は上がっている

がまだ途上国の課題として誤解している風潮も残ってはいないだろうか。 

SDGs に対する認識を全世界で共有し、各分野での市民参加をすすめ政策に

活かし実行することが急務であることを痛感した研修だった。 

  

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

ジェンダー平等、気候危機の解決、貧困をなくすためのとりくみ、物価高騰

から市内産業・事業所の営業を守るとりくみについて、より研鑽をつめるよ

うな学習が必要と考える。 

 

 

 

 

 



第３号様式（第４関係） 

視察等個別部分報告書 作成者氏名   丸田 絵美 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

市民「一人ひとりの SDGs」に向けて 

    ～調布市全体で取り組む SDGs～     横山泰治氏 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

SDGs という単語は、最近特によく耳にする機会も多く、特に私たちに

とっては通常活用する単語としてメジャーになっているが、表面上の単

語ではなくどういった意味を込めて作られているのかを掘り下げて教え

ていただいた。 

「ゴール」のイメージはどういったことか、という問いかけから始ま

り「そこが終わり」ではなく、そこに向けての行き先＝The global Goals

であるということ。なぜ 2030 年なのかというと、そこが地球環境におい

ての「不可逆ポイント」であるということを説かれていた。 

まずは、2015 年 9 月の国連サミットで採択された経緯、2030 年に向け

た 17 の大きな目標と、達成ための具体的な 169 のターゲットで構成され

ている。その内容を小さなグループに分け、具体例を挙げながらご説明

頂いた。 

誰一人として「取り残さない」社会という考え方は、「一人一人が大切

であり、1 人として『欠かすことのできない』大切なパートナーである」

という考え方である。作る責任と使う責任、認識をして生活をすること

の重症性に「気づく」ことで行動を起こしていくことが最も重要という

ことであった。 

Society1(狩猟社会 )、 Society2(農耕社会 )、  Society3(工業社会)、  

Society4(情報社会)ここまでは「方法、手段、やり方」Society5,0 は「あ

り方」仮想空間（サイバー）と現実空間（フィジカル）を高度に融合させ

たシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を目指すものである。

本質を理解して優先課題を決定し、目標を政策に活かし、コミュニケー

ションを高めていく、目指していく課題に対してどのように考え、どの

ようにアプローチをかけるのかを探り、あり方、考え方をまとめてそれ



ぞれの行動に具体的につなげていく事が重要ということである。 

まず「気づくこと」であるが、社会における様々な課題は、すべて繋が

っているという点を理解することが大事。以前は良く「社会はジグソー

パズルのようなものだ」、場所が変わればつながらないし、ピースが足り

なくても、多くても仕上がらない。しかし、今の時代はもはや 2 次元的

なものではなく、3 次元へと広がっている。「ジグソーパズル」ではなく

「ルービックキューブのようなもの」と考えられている。想定を越えた

ところでつながっていき、時には相互に矛盾を生じさせてしまうことも

ある。本質を理解し、どことどこがどのようにつながり、ここを触ればこ

っちが動く、といった関連性を理解し、探り合いながらもひとつひとつ

解決に向けて努力していくことが重要で、そのための重要なファクター

が「気づき」である。 

日本に目を向けてみると、ジェンダー平等が実現しない国という点で

先進国の中では最低レベルにある。また、識字率は高いにもかかわらず、

読解リテラシーが低いという特徴も挙げられた。作る責任、使う責任に

ついても、誰もが考えているかという問い。例えばフードロスの取組で、

「余ったから、いらないからあげるよ、というスタンスでは、もらう方は

うれしいと思うか。限りある資源の有効活用の裏まで配慮が必要。資源

に関しては、使ってはダメと説いていない。どのくらいの資源を自分の

ために使っているのか「把握・理解」が必要である。ここにも気づきが重

要。目標の 2030 年に向け最後の 3 年に変革の方向性を見つけ舵を切るた

めの重要な年 2023 年はスーパーイヤーである。SDGs の本質を理解し、気

づき、優先課題を把握して目標・政策・コミュニケーションを構築してい

く事が私たちに課せられている。どの国が、誰が悪いというのでなく、現

実起きていること一つ一つに注目し、気づき、問題視して言うことが求

められている。残された不可逆の時間はあとわずかである。 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

 前項の文中に記載のとおり。 
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視 察 等 個 別 部 分 報 告 書  作 成 者 氏 名  清 水  仁 恵  

１  視 察 （ 研 修 ・ 視 察 研 修 ） の 実 施 名 称 （ テ ー マ ）  

令 和 ４ 年 度  調 布 市 議 会 議 員 研 修  

「 市 民 「 一 人 ひ と り の SDGｓ 」 に 向 け て  

～ 調 布 市 全 体 で 取 り 組 む  SDGｓ 」 に つ い て  

２  実 施 結 果 に 対 す る 所 感 ， 意 見 等  

（ 質 疑 ・ 意 見 交 換 し た 内 容 ， 今 後 の 市 政 に 生 か す べ き 点 等 ）  

新 型 ウ ィ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、 過 去 に 延 期 と な っ て い た 市 議 会

議 員 研 修 が 、 テ ー マ は 変 わ ら ず 改 め て 実 施 さ れ た 。 新 型 ウ ィ ル ス 感 染

症 に よ る 混 乱 が 未 だ 収 束 し な い 中 、 意 義 あ る 研 修 の 機 会 を 得 ら れ た こ

と に 感 謝 し た い 。  

さ て 、 こ の 度 の 研 修 会 で は 「 市 民 「 一 人 ひ と り の SDGｓ 」 に 向 け て  

～ 調 布 市 全 体 で 取 り 組 む  SDGｓ 」 と 題 さ れ た 、 一 般 社 団 法 人 サ ス テ ナ

ブ ル コ ミ ュ ニ テ ィ 共 創 機 構 代 表 理 事 で 、 パ ラ ダ イ ム シ フ ト コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン ト レ ー ナ ー ・ 官 民 共 創 SDGｓ コ ー チ と し て も 活 躍 さ れ る 横 山

泰 治 氏 に よ る 講 演 を 拝 聴 し た 。  

横 山 氏 は 調 布 市 に 在 住 さ れ て お り 、 SDGｓ 実 現 を 標 榜 す る 調 布 市 政

へ の 関 心 を 高 く 持 た れ て い る 方 で あ り 、 市 内 に お い て も SDGｓ の 観 点

か ら 活 動 さ れ る 方 で も あ る 。  

こ の 度 の 講 演 で は 、 主 に 2015 年 に 国 連 で 採 択 さ れ た 「 2030 ア ジ ェ

ン ダ 」 に 示 さ れ た 世 界 共 通 の 課 題 で あ り 、 掲 げ ら れ る 理 念 で も あ る

「 誰 一 人 取 り 残 さ な い 社 会 の 実 現 」 を 目 指 す た め の 持 続 可 能 な 開 発 目

標 で あ る 「 SDGｓ の 17 の 目 標 」 に つ い て 、 横 山 氏 は 画 像 を 用 い な が ら

私 達 に 分 か り 易 く ご 説 明 し て 下 さ っ た 。 こ こ で そ れ ら を 全 て 記 述 す る

こ と は 行 わ な い が 、 横 山 氏 は 「 SDGｓ の 17 の 目 標 」 は 、 私 達 の 暮 ら し

に 紐 づ い て い る こ と を 強 調 し て 述 べ ら れ た こ と を 記 し て お き た い 。  

横 山 氏 は 直 近 に 実 施 さ れ た 「 調 布 市 民 意 識 調 査 」 に お い て 、 「 国 連

で 採 択 さ れ た 持 続 可 能 な 開 発 目 標 SDGｓ を 知 っ て い ま す か 」 と の 調 査

項 目 が 設 け ら れ て い た こ と を 大 き く 評 価 さ れ た 。 こ の こ と か ら 、 「 市

民 意 識 調 査 」 に お け る 該 当 項 目 の 調 査 結 果 を 調 べ て み た と こ ろ 、
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「 SDGｓ 達 成 に 向 け た 公 共 ・ 民 間 の 取 組 を 知 っ て い る 」 と 答 え た 市 民

は 13.9%、 「 目 標 や タ ー ゲ ッ ト の 内 容 を 知 っ て い る 」 と 答 え た 市 民 は

11.5％ 、 SDGｓ に 関 す る セ ミ ナ ー や 活 動 に 参 加 し た こ と が あ る 」 と 答

え た 市 民 は 1.2％ と 、 こ こ ま で で 約 四 分 の 一 の 市 民 が SDGｓ に 対 し 何

か し ら の 関 心 を 寄 せ て い る こ と が 伺 え た が 、 以 下 「 聞 い た こ と は あ る

が 内 容 は 分 か ら な い 」 と 答 え た 市 民 が 31.1％ 、 「 知 ら な い 」 と 答 え

た 市 民 37.7％ と 、 約 7 割 近 い 市 民 が 分 か ら な い ・ 知 ら な い と 答 え て

い る 。  

一 方 で 、 年 齢 層 別 に 見 た 調 査 結 果 か ら 興 味 深 く 注 目 し た の だ が

「 SDGｓ 達 成 に 向 け た 公 共 ・ 民 間 の 取 組 を 知 っ て い る 」 「 目 標 や タ ー

ゲ ッ ト の 内 容 を 知 っ て い る 」 と 最 も 多 く 回 答 し た の は 、 16～ 19 歳 の

層 で あ り 、 そ の 半 数 以 上 が SDGｓ に 関 心 を 寄 せ て い る と い う 事 実 で あ

る 。 「 SDGｓ 」 に 起 因 す る 若 年 世 代 の 新 た な 視 点 を 政 策 に 取 り 入 れ る

こ と で 、 様 々 な 社 会 課 題 に 「 無 関 心 」 と な る の で は 無 く 、 「 自 分 ご

と 」 と し て 考 え る き っ か け と に な る 可 能 性 を 感 じ る 。 「 SDGｓ 」 が 将

来 を 担 う 世 代 に ま ち づ く り へ の 参 加 を 促 す な ど の ア プ ロ ー チ の キ ー ワ

ー ド と な り 得 る 期 待 を 持 つ と 同 時 に 、 基 礎 自 治 体 が 「 SDGｓ 」 と い う

キ ー ワ ー ド を 活 用 し 、 ま ち づ く り の 担 い 手 を 育 成 す る こ と で グ ロ ー バ

ル リ ー ダ ー へ と 成 長 を 遂 げ る 可 能 性 も 感 じ ら れ る 。  

ま た 、 調 査 結 果 の 自 由 記 述 欄 に は 「 大 切 な こ と な の で も っ と PR し

て ほ し い 」 「 市 と し て の 取 り 組 み 状 況 や 進 展 、 結 果 に つ い て も う 少 し

具 体 的 に 情 報 を 提 出 希 望 」 と あ っ た 。 高 齢 者 層 へ の 調 査 結 果 か ら 見 る

SDGｓ へ の 興 味 関 心 の 高 さ は 伺 え ず 、 十 分 に 浸 透 し て い な い と 言 え

る 。 こ の こ と か ら も 、 今 後 市 に お い て は SDGｓ の 「 理 念 」 や 「 17 の 目

標 」 の 市 民 へ の 周 知 或 い は 目 標 達 成 の た め の 道 筋 や 取 組 を 具 体 的 に 示

す こ と が 必 要 と 考 え る も の で あ る 。  

 横 山 氏 は SDGｓ の 目 標 達 成 の た め に は 、 本 質 を 理 解 し 課 題 を 選 択 す

る 行 動 が 求 め ら れ る と 述 べ ら れ て い る 。 「 SDGｓ 」 は 社 会 課 題 を 取 り

組 む た め に 相 互 協 力 で き る パ ー ト ナ ー を 結 び つ け る 共 通 言 語 で あ り 、

複 数 の 社 会 課 題 を 同 時 解 決 へ と 導 く 可 能 性 を 持 っ て い る と も 述 べ ら れ
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た 。 SDGｓ の 目 標 達 成 年 と さ れ る 2030 年 は 、 奇 し く も 次 期 調 布 市 基 本

構 想 ・ 基 本 計 画 が 目 指 す 2030 年 の 調 布 の 将 来 像 と リ ン ク す る 。 現 在

基 本 構 想 ・ 計 画 の 検 討 が 重 ね ら れ て い る が 、 SDGｓ の 理 念 が 念 頭 に 置

か れ た 市 民 ひ と り ひ と り が 課 題 意 識 を 持 ち 、 ア ク シ ョ ン を 起 こ せ る 新

た な 構 想 ・ 計 画 と な る こ と を 望 む も の で あ る 。  

３  そ の 他 （ 今 後 の 課 題 ・ 調 査 研 究 す べ き テ ー マ 等 ）  

  全 て 文 中 に 記 載 。  
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視察等個別部分報告書 作成者氏名  大野 祐司 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

「市民「一人ひとりのＳＤＧｓ」に向けて 

        ～調布市全体で取り組むＳＤＧｓ～」 

 講師：一般社団法人ｻｽﾃｨﾅﾌﾞﾙｺﾐｭﾆﾃｨｰ共創機構代表理事 横山 泰治氏 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

 持続可能な開発目標の略で、2015 年 9 月 25 日の「国連持続可能な開発サ

ミット」で採択され、2016 年 1 月 1 日に発行された国際社会共通の目標、

１７の目標（ゴール）と、１６９の具体的なターゲット（取組・手段）で構

成されていることを理解しました。 

 講師は、まち・ひと・しごと創生基本方針として、 

〇新しい時代の流れを力にする、ものとして、 

・地方創生ＳＤＧｓの実現などの持続可能なまちづくり 

・地域におけるＳｏｃｉｅｔｙ5.0 の推進 

〇多様な人材の活躍を推進する、ものとして 

・多様なひとびとの活躍による地方創生推進 

・誰もが活躍する地域社会の推進 

を挙げている。このことを踏まえ、ＳＤＧｓには下記の 3 つの本質があると

説明している。 

１． 不可分性 

２． 誰一人取り残さない（弱さがあっても怖さがない） 

３． 未来志向（バックキャスティング：未来から逆算した行動） 

 

調布市は、基本構想の各項目に対し、ＳＤＧｓの開発目標との関係性をマト

リックス表で現している。さらに具体的な開発目標に沿った取り組みが展開

されてきています。 

ＳＤＧｓについて、深く知ることができ、有意義な研修でした。 

 

 



３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

他自治体や企業では、ＳＤＧｓ達成のための行動指針などを内外に提示し、

市民や社員に分かりやすく目標設定している。 

調布市としては積極的に具体的な目標や行動指針などを設定し、市民に分か

りやすく、開発目標などを提示すべきと考えます。 

例えば、 

①  ラグビー、オリパラのレガシー継承 

②  ゼロカーボンシティーの取組 

③  防災・減災のまちづくり 

等 

以上 
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視察等個別部分報告書 作成者氏名  狩野明彦 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

「 市民「 一人ひとりのＳ Ｄ Ｇ ｓ 」 に向けて  

～調布市全体で取り組むＳＤＧｓ ～ 」 

講 師 

一般社団法人サステナブルコミュニティ共創機構代表理事パラダイムシフ

トコミュニケーション®トレーナー  

官民共創・ SDGs コーチ（ 「 2030 SDGs」・「 SDGs de 地方創生」・「 SDGs Get 

The Point」 公認ファシリテーター) 

横 山 泰 治 氏 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

 

ちょうど前日の 7 月 13 日、国が選定する「2020 年度 SDGｓ未来都市」「自

治体 SDGｓモデル都市」である「松山市の SDGｓの取り組み」について行政

視察を行ってきたところであった。 

四国第一の都市であり県庁所在地でもある松山市は、2013 年に国から「環

境モデル都市」に選定されるという素地があり、SDGｓを原動力とした地方

創生の推進を官、民、マルチステークホルダー連家の枠組みを構築し取り組

んでいた。（資料Ｐ23「まち・ひと・しごと創生総合戦略」2020 改訂版） 

SDGｓに取組む入口として、 

①  不可分性（トレードオフの解消、マルチベネフィット） 

②  誰一人取り残さない（弱さがあっても怖さがない世界） 

③  未来志向（バックキャスティング）未来から逆算した行動 

以上の SDGｓの 3 つの本質を理解されないと、その後の推進計画のすべて

が機能しない状態になる。つまり、 

１，３つの本質を理解 ２，優先順位を含め課題を選択し（プライオリティ） 

３，目標を設定（ターゲット） ４，政策を統合して（コンセプト） 

５，相互に連携、報告を行う（コミュニケーション） 

を順序通り進めていくこととあった。 



  

その中で何よりも、行政及び市民の理解、意識の向上が重要であると考え

る。各所管課での個別計画を明らかにした上で、行政の SDGｓの取り組み状

況を市民に伝える事。さらに、SDGｓの展開の仕方については、「知る・理解

する」から「共有する・行動する」への進展を目指し、官民の連携組織の醸

成、コミュニケーションの推進、次世代への浸透（SDGｓ教育）を図ってい

くべきと考える。 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

 

当日、質問をさせていただいたが「SDGｓを理解・共有する認知度向上の

取り組み」や「SDGｓに向けて行動する取り組み」を推進するためのシステ

ムとして松山市では、松山市役所内の「松山市 SDGｓ推進本部」、官民連携

の「松山市 SDGｓ推進協議会」、市民募集型の「松山市 SDGｓサポーターズク

ラブ」、市内大学生を中心とした「松山市 SDGｓ推進コンダクター」などを

教育の現場などで活用。官民双方並びに連携による SDGｓ推進がなされてい

た。 

目標やターゲットが明確である SDGｓをツールとして活用することで、そ

れらの共有を現実化し、参加と協働を実現することができると思う。 
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視察等個別部分報告書  作成者氏名  鈴木宗貴  

１  視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ）  

 市 民 「 一人ひとりのＳＤＧｓ」に向けて  

 ～ 調 布 市全体で取り組むＳＤＧｓ化ｒ  

 講 師   横  山  泰  治  氏  

２  実施結果に対する所感，意見等  

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等）  

ＳＤＧｓについての基礎講座として再認識した。  

私 が 一 般 質 問 で 、 「 自 治 体 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ へ の 取 り 組 み 」 と 「 普 及 啓 発 」 に つ

い て 質 し た の が 、 平 成 ３ ０ 年 第 ４ 回 定 例 会 で あ り 、 こ の 際 に 、 本 日 の 講 演

での前半部分を簡略化し、ＳＤＧｓについて簡単解説している。  

我 が 会 派 有 志 で は 、 未 来 都 市 と モ デ ル 事 業 に 共 に 選 定 さ れ た 豊 島 区 を 数

回 視 察 し 、 視 察 項 目 は フ ェ ー ズ フ リ ー や ホ ー ル 整 備 、 公 園 整 備 だ が 、 豊 島

区 の Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 推 進 の 柱 と な っ て い る 項 目 で も あ る こ と か ら 、 行 政 の 推 進 体

制 を 含 め て の 先 進 し た 取 り 組 み を 学 ん で き て い る 。 さ ら に 、 本 研 修 の 前

日 、 ７ 月 １ ３ 日 に は 、 豊 島 区 同 様 、 未 来 都 市 と モ デ ル 事 業 に 共 に 選 定 さ れ

て い る 松 山 市 に て 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 取 り 組 み に つ い て 視 察 し て お り 、 部 局 を 横

断 す る 推 進 組 織 や 、 講 演 に も あ っ た マ ル チ ス テ ー ク ホ ル ダ － 連 携 の 枠 組 み

の 構 築 な ど 、 様 々 な 地 域 資 源 を 活 用 し た 、 多 様 で 独 自 の Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 推 進 に つ

いて学んでいる。  

３  その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等）  

 本 市 に お け る 推 進 体 制 と 、 独 自 性 が 高 く 先 進 的 な モ デ ル 事 業 の 構 築 を 早

期に図ること。  
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視察等個別部分報告書  作成者氏名   橘  正俊  

１  視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ）  

「市民「一人ひとりの SDGｓ 」にむけて  

～調布市全体で取り組む SDGｓ 」  

２  実施結果に対する所感，意見等  

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等）  

２０１６年１月に「ＳＤＧｓ＝持続可能な開発目標」が発効され、

目標達成期限の２０３０年まであと８年。ここ数年は新型コロナウイ

ルス感染症の影響により、あらゆる面において世界中に影響を及ぼし

ている今日。日本においても地域経済や私たちの生活に大きな影響を

及ぼしています。  

そのような中、少子高齢化や人口減少・地域経済の縮小等の課題を

克服するには地方創生ＳＤＧＳの取り組みが大事であることを改めて

学ばせて頂きました。持続可能なまちづくりや地域活性化に向けて取

り組みを推進するには、ＳＤＧｓの理念に沿って進めることにより、

政 策 全 体 の 最 適 化 、 地 域 課 題 解 決 の 加 速 化 と い う 相 乗 効 果 が 期 待 で

き、地方創生の取り組みの充実・深化に繋げることができるものと考

えます。  

今なお世界では戦火が続き、経済・社会・環境の悪化はもとより、

難 民 や 貧 困 に 苦 し む 人 々 が 増 え 続 け る な か 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 本 質 で あ る

「誰一人取り残さない」社会をつくることが大事であり、その為にも

今一度全人類の智慧を結集させなければならないと実感します。  

今回の研修では、世界規模でのコロナ禍や戦争が起きているなかで

ＳＤＧｓの意義を改めて実感した次第です。そしてＳＤＧｓの１７の

ゴールについても、一つひとつ丁寧な説明を頂き大変ありがとうござ

いました。  

３  その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等）  

今後の課題  
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視察等個別部分報告書 作成者氏名  小林市之 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

演題「市民「一人ひとりの SDGs」にむけて 

          ～調布市全体で取り組む SDGs～」 

講師 一般社団法人サステナブルコミュニティ共創機構代表理事 

   パラダイムシフトコミュニケーショントレーナー  横山泰治氏 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

 SDGs については、ある程度は知っているつもりであったが、SDGs の目標

である１７のゴールについて、懇切丁寧にわかりやすく説明を聞く機会を得

たことは、大変に有意義であった。日本全国で SDGs や地域創生の第一人者

として活躍されている、講師である横山先生の自信に溢れて説明される姿勢

に感銘を受け、SDGs の本質とは何かについて、少しでも理解ができたよう

な思いである。 

特に、SDGs を始めとする誰一人取り残さない社会の実現は、今や世界の

共通の課題であり、SDGs はゴールに向かっていく羅針盤である。国連加盟

193 か国で 193 通りの道があり、調布には調布の道があるとのことである。 

SDGs の本質を理解することの大事さを市民一人ひとりと共有し、市政に

反映していきたい。  

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

 SDGs の目標１６「平和と公正をすべての人に」がある。世界には、難民

と国内の避難民を合わせて、昨年末に 8930 万人とのことであり、第 2 次世

界大戦後、最も多くなっており、日本の総人口（1 億 2550 万人）に近づい

ている。これはウクライナ危機で、膨大な数の人たちが家を追われたことも

原因の一つであり、戦争や紛争は子どもたちや、その先の世代にも深刻な影

響を与えてしまう。だからこそ、何よりも平和が大事だと思う。特に、難民

が多い国々は、気候変動の被害を強く受けている場合があり、大雨や干ばつ



など、異常気象が起きると、人が住める場所が減り、農作物が取れなくなり

食料が不足する。こうしたことが争いの原因にもなり、SDGs の課題はすべ

てつながっていると思う。このことについても、今後、勉強してまいりたい。 
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視察等個別部分報告書 作成者氏名 雨宮 幸男  

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

令和 4 年度調布市議会研修 

 「市民「一人ひとりの SDGs」に向けて 

    ～調布市全体で取り組む SDGｓ～」 

 

 講師 一般社団法人サステナブルコミュニティ共創機構代表理事 

    パラダイムシフトコミュニケーション®トレーナー 

    官民共創・ＳＤＧs コーチ（「2030 ＳＤＧs」・「ＳＤＧs de 地

方創生」・「ＳＤＧs Get The Point 」公認ファシリテーター） 

 

    横山 泰治 氏 

 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

 

SDGs とは「Sustinable Development Goais(持続可能な開発目標)」の略

称で、2015 年 9 月に国連の持続可能な開発サミットで採択されたものだと

いう。 

１、 貧困をなくそう ２、飢餓をゼロに などから 17、パートナーシ

ップで目標を達成しよう の 17 項目にわたる達成目標を掲げ、その

実現目指す行動計画である。国連加盟国 193 か国が参加している計

画で、2016 年か～2030 年の 15 年間で目標を達成するというもので、

2030 年に向けた 17 の大きな目標と、それらを達成するための具体

的な 169 のターゲットで構成されているものである。 

２、 17 項目の目標の内容は貧困・飢餓の問題からジェンダー平等、気

候・危機、平和の問題など、今日、地球規模で抱えているあらゆる

分野（課題）での解決目標を掲げている。 

３、 日本における貧困の急速な拡大が、特例貸付金の利用件数（金額）



の推移によって示されたが、その異常な増加ぶりには驚愕を覚えた。 

 また様ざまな指標（目標項目）で世界の中でも相当程度遅れた実

態にあることも、改めて理解することができた。 

 ４、ＳＤＧs に掲げた目標項目はいずれも喫緊な地球的規模の課題であ

り、2030 年までの 15 年間で達成する実現可能性は非常に厳しい状況

にある事も、率直に感じざるを得ない。同時に国連加盟 193 国が問題

解決の共同認識を持つに至っていることは、きわめて重要なことでは

ないかとも考えている。世界中の諸国が同じ目標に向かって前進し、

見るべき成果を上げる事、日本もその役割を十分果たすべく、地方政

治の場からも取り組みを強める必要性を強く感じた。 

 

【基調講演】  

 全体・共通報告の部分に委ねる！ 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

 17 項目の目標そのものが、基本的には国や都道府県の取り組みとなるこ

とから、市政レベルで何ができるのかは中々難しい問題だが、様々な市政課

題に対してＳＤＧs の精神で取り組んでいくことは可能だし、その立場で議

員活動に取り組んで行きたい。 
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視察等個別部分報告書  作成者氏名  宮本和実  

１  視察（研修・視察研修）の実施名称 （テーマ）  

【市民「１人ひとりの SDGｓ 」に向けて  

～調布市全体で取り組む SDGｓ ～】  

 今回の研修会は、講師に横山泰治氏  一般社団法人サステナブルコ

ミュニティ共創機構  代表理事  をお迎えし開催された。  

内容は、① SDGｓ とは何か  ②取り組む上での重要な視点  について

様々な事例を下に説明があった。  

①  SDGｓ については、２０１５年に開催された国連サミットにおい

て、加盟国１９３カ国満場一致で可決された 持続可能な開発目標

であり、２０１６年～２０３０年の１５年間で達成する行動計画

であり、１７の目標とそれらを達成するための具体的な１６９の

ターゲット、２３１の指標で構成されている。  

貧困撲滅を中心とした考え方であり、あらゆる場所であらゆる形態

の貧困に終止符を打つことがゴールとターゲットとして説明され

た。１７の目標については、それぞれ具体例を提示し説明された。    

②  SDGｓ に取り組む上で大切なことは、 ３つの本質を理解することで

あり、 SDGｓ の本質が理解されないと課題選択、目標設定、政策統

合、コミュニケーションのすべてが機能しない状態になる 。  

本質①不可分性  両立できない関係性の解消、複数課題の同時解

決  本質②誰一人取り残さない（弱さがあっても怖さがない社

会）現在のコロナ渦により脆弱な立場に置かれている人々が大き

な影響を受け、今までの進歩が逆戻りする可能性が指摘されてい

る。本質③未来志向（未来に立って今の行動を決める）現状を改

善していくだけでなく、ありたい姿を実現するために今あるオプ

ションとは異なる発想を引き出すことが重要である。  

 

調布市に振り返って考えてみると、現在市として強く打ち出して

いることは「脱炭素社会に向けた取り組み」であるが、 SDGｓ の取

り組みは１７の目標がありその課題選択が大切であり、３つの本
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質を理解することが重要であると再確認できた。特に不可分性に

ついては、しっかりと理解し取り組まなければお題目だけが先走

りして中身がついてこない危険性がある。 脱炭素社会への取り組

みにしても、市民や事業者の意識が変わらなければ役所だけの取

り組みだけでは意味が無いと思う。残念ながら、まだ市が積極的

に取り組もうと考えていることは市民の多くは知 らないであろ

う。未来の姿を市民にも共有してもらえるような取り組みが必要

と感じた。  

貧困撲滅の観点からも、様々な課題選択に繋がり誰一人取り残さ

ない、格差のない社会、ジェンダー平等などすべてに共通した方

向性が見えてくる。未来を創造しその姿に向かって逆算した政策

決定が重要であると思う。  

今回の講義は、様々なことを気づかせていただいた内容であっ

た。  
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視察等個別部分報告書 作成者氏名  大須賀 浩裕 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

テーマ：市民「一人ひとりの SDGs」に向けて〜調布市全体で取り組む SDGs 

講師：横山泰治氏  

 

 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

講師が旧知の友人・横山泰治さんなので楽しみにしていた。 

「SDGs の伝道師」として全国を講演しているだけに、体系立ててかつ分か

りやすい説明だった。 

自民党は昨年来 3 回にわたり豊島区を視察してきた。高野区長からも直接話

をお聞きする機会もあり、区政の中心にSDGs を位置付けている豊島区の姿

勢は大いに参考にするべきだと考える。区役所入り口の壁面には、SDGs の

理念が大きく掲げられている。 

調布市政においても、ほとんどの政策に SDGs のエキスがもっと反映される

べきだと思う。 

市長の積極的な施策展開を期待したい。 

 

 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

横山泰治さんの益々のご活躍を楽しみにしている。 
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視察等個別部分報告書 作成者氏名  元木 勇 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

2022 年７月 14 日 調布市文化会館たづくり８階たづくり映像シアター 

市民「一人ひとりの SDGｓ」にむけて 

～調布市全体で取り組む SDGｓ～ 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

 

調布市での SDGｓの取り組みは 2018 年（Ｈ30）から開始。月１－２回の 

カードゲームなどを利用した「SDGｓ市民講座」を現在も継続して行う。 

調布市が行った住民意識調査では全国、東京、神奈川での電通（29.1％）や

朝日新聞（32.9％）の調査結果の認知度が令和元年は 1，5 倍、令和３年で

1，2 に急増した。 

 

SDGｓ（エスディージーズ）とは（持続可能な開発目標）の略称です。 

国連加盟 193 か国が 2016 年の 15 年間で達成する行動計画です。 

 

 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

 

大変 有意義な研修でした。 

 


